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天野正輝編著 『総合的学習のカリキュラム創造 教育課程研究入門一 』
(ミ ネル ヴ ァ書房、1999年1月 発行、260ペ ージ、2800円)
柏 木 正
子どもたちの 「危機」にどのように向かいあうかが学校に対 して鋭 く問われている今 日、「教
育の理念を現実化す るのに中心的位置を占めているものが教育課程(カ リキュラム)で あるから、
教育改革の論議は教育課程編成(カ リキュラム開発)に 焦点化されるのである」(は じめに)と
冒頭で編者が述べているように、教育改革をめ ぐる多様な議論の中で も、学習指導要領の改訂を
一っの契機として教育課程の改革が中心的課題となってきている。






原則、分化 と統合、教育課程評価の理論 と方法、基礎 ・基本、精選の考え方、共通必修と選択、
教育課程編成における 「地域」など教育課程編成における諸課題がとりあげられている。第三章















新学習指導要領の 「目玉」の一つとして 「総合的な学習の時間」の設置が決定 して以来、「総
合的学習」をめぐる議論は活発であり、類書の出版も相次いでいる。本書は、その中でも原理的、
歴史的考察を踏まえなが ら、その実践的あ り方を構想 しようとしている点に特徴がある。
「総合」を理念とした教育課程は、本書でも指摘 されているように多くの教科が並立 した教育
課程か ら生み出されがちな問題を克服するものとして19世 紀以来の理論的 ・実践的蓄積を持って
いる。それは教育課程を合科的あるいは横断的に構成することのみならず、子 どもたちの生活の
直接経験や体験を重視 した学習の指導の必要性を提起するものであった。本書に収録されている
四っの学校の実践で も 「はじあに子どもありき」(口 吉川小学校)「 自由な子ど も」(き の くに子





ける 「食料を考える」 というような課題、 きのくに子どもの村小実践における 「自分たちの生活
空間を楽 しくする」ためのモノづくりの課題などを教育課程の内容に組み込んでいくことを可能
にするという点にある。
第二の意義 として、「課題(テ ーマ)を 追究する中で問題が生まれてくるので初 めか ら 『教師
は教える人、子どもは学ぶ人』という関係は成 り立たない」(第 四章一 四 奈良女子大附属小
実践から)と いうように、課題の前では教師と子どもはともに解決にとりくむという点で対等で
あり、 しかも実際に調査活動をすることによって 「学 び方を学ぶ学習」「生き方を学ぶ学習」(第
四章一 二 滋賀大附属中実践か ら)を 意識的に学習課題とすることができるという点がある。
しかも、「みなぎのちびっこ音頭」(口 吉川小実践)や 「てんぼうくん」(き の くに子 どもの村小




るように、発表という目標 ・方法によって教師は子 どもたちの学習状況を判断 し、子 どもたちは










は 『関連』の視点から見直し、一人ひとりの子 どもに総合的な力としての 『生きる力』 を育む学
習活動の展開が期待 されているものであり、わが国の教育課程の歴史の上でも画期的な改革であ
る」(第 三章 三)と 言われているように、総合的な学習は本書に収録された実践を見 るだけ
でも多 くの可能性を持 っているのは確かである。






















て、総合的学習と教科 との関係 は、課題 として提示されているものの十分にっ っこんだ論及は見
られない。 この課題は、特にわが国における戦後の教育課程編成の実践史自体をどう評価するか
という問題にっながる課題であり、評者 自身 も自らの研究課題 として引きとって考えていきたい
と思 う。
(大阪経済大学)
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